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代表質問
2024年6月定例会

さこ 祐仁議員
（京都市上京区）

6月14日

　
さ
こ
議
員
は
、
政
治
資
金
規
正
法
改
定

の
修
正
案
で
は
、
企
業
・
団
体
献
金
の
全

面
禁
止
が
、
ス
ッ
ポ
リ
と
欠
落
し
て
い
る

こ
と
を
指
摘
。
さ
ら
に
、
政
党
助
成
金
制

度
に
関
し
収
支
の
全
面
公
開
に
逆
行
す
る

規
定
を
盛
り
込
ん
で
い
る
と
批
判
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
法
人
税
が
１
９
９
８
年
か

ら
10
年
間
で
11
・
３
％
も
減
税
さ
れ
、
そ

の
穴
埋
め
に
消
費
税
増
税
等
が
行
わ
れ
、

「
金
の
力
」
で
政
治
が
歪
め
ら
れ
て
き
た

と
批
判
し
、
企
業
・
団
体
献
金
の
禁
止
こ

そ
必
要
だ
と
知
事
に
認
識
を
質
し
ま
し

た
。
知
事
は
、「
政
党
等
の
政
治
活
動
の

自
由
の
根
幹
に
関
わ
る
も
の
」
と
し
、
企

業
団
体
献
金
の
禁
止
、
政
党
助
成
金
の
廃

止
に
つ
い
て
は
答
弁
を
避
け
ま
し
た
。

「
戦
争
す
る
国
づ
く
り
」に

抗
議
を

　
四
月
十
日
の
日
米
首
脳
会
談
に
よ
る
日

米
共
同
声
明
は
、
米
側
が
岸
田
政
権
に
よ

る
軍
事
費
倍
増
や
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保

有
を
歓
迎
す
る
な
ど
、
日
米
軍
事
同
盟
の

歴
史
的
大
変
質
だ
と
批
判
し
ま
し
た
。

　
と
り
わ
け
精
華
町
祝
園
弾
薬
庫
に
つ
い

て
は
、
一
九
六
〇
年
に
精
華
町
と
国
が
取

り
交
わ
し
た
「
核
兵
器
は
将
来
に
わ
た
り

絶
対
に
貯
蔵
し
な
い
」
と
の
確
認
書
を
防

衛
副
大
臣
が
「
契
約
的
な
意
味
合
い
は
持

た
な
い
」
と
の
認
識
を
示
し
た
こ
と
に
つ

い
て
、
知
事
は
住
民
の
立
場
に
た
っ
て
、

国
に
対
し
抗
議
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

す
べ
て
の
児
童・生
徒
の

成
長
を
保
障
す
る

学
校
給
食
無
償
化
を

　
伊
根
町
、
井
手
町
、
笠
置
町
、
和
束
町
、

南
山
城
村
で
小
中
学
校
の
給
食
無
償
化
が

実
施
さ
れ
、
今
年
度
新
た
に
精
華
町
で
開

始
、
舞
鶴
市
で
も
中
学
校
給
食
の
無
償
化

が
実
現
し
ま
す
。

　
さ
こ
議
員
は
、
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

で
は
、京
都
府
は
「
基
礎
部
分
を
つ
く
る
」

と
言
い
な
が
ら
、
結
局
は
各
自
治
体
の
努

力
の
後
追
い
に
な
っ
た
と
指
摘
。
京
都
府

内
の
す
べ
て
の
児
童
生
徒
の
成
長
を
保
障

す
る
立
場
か
ら
、
給
食
無
償
化
へ
の
京
都

府
の
支
援
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
京
都

市
が
進
め
る
巨
大
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
に

つ
い
て
、
子
ど
も
の
成
長
と
発
達
を
保
障

く
ら
し
を
守
り
、経
済
を

立
て
直
す
府
政
へ
の
転
換
を

「
金
の
力
」で
政
治
を
歪
め
た

裏
金
事
件
の
真
相
解
明
を

　
自
民
党
派
閥
の
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー

を
巡
る
裏
金
事
件
に
つ
い
て
、
誰
が
、
い

つ
か
ら
、
何
の
た
め
に
、
ど
う
使
っ
た
の

か
真
相
の
解
明
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

す
る
に
は
問
題
が
多
す
ぎ
る
と
指
摘
し
ま

し
た
。大

学
の
学
費
負
担
軽
減
を

　
日
本
共
産
党
京
都
府
委
員
会
の
「
学
費

ゼ
ロ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
実
態
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、「
大
学
に
入
学
し
た
が
学
費
や

下
宿
代
が
大
変
。
奨
学
金
を
借
り
る
か
親

に
相
談
し
て
い
る
が
返
済
も
大
変
」
と
い

う
切
実
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
こ
議
員
は
、
限
界
に
達
し
て
い
る
大

学
の
学
費
負
担
を
、
こ
れ
以
上
増
額
す
る

こ
と
に
は
き
っ
ぱ
り
反
対
を
表
明
す
る
よ

う
求
め
、
公
費
負
担
の
抜
本
的
な
引
き
上

げ
を
行
う
よ
う
述
べ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
京
都
府
「
子
育
て
環
境
日
本

一
推
進
戦
略
」
に
子
育
て
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
位
置
づ
け
、
府
立
大
学
や
府
立

医
大
の
学
費
軽
減
や
、
府
独
自
の
給
付
制

奨
学
金
の
創
設
を
求
め
ま
し
た
。

消
費
税
減
税

賃
上
げ
の
た
め
の

中
小
企
業
支
援
を

　
さ
こ
議
員
は
、
６
月
１
日
か
ら
の
定
額

減
税
は
、
物
価
高
騰
が
続
け
ば
個
人
消
費

の
伸
び
に
期
待
は
で
き
な
い
と
の
声
も
あ

り
、
消
費
税
減
税
こ
そ
暮
ら
し
を
支
え
格

差
を
正
す
方
向
だ
と
主
張
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
最
低
賃
金
を
引
き
上
げ
る
に

は
、
山
形
県
が
実
施
し
て
い
る
よ
う
に
中



3 府会だより● Summer. 2024

小
零
細
企
業
へ
の
支
援
が
重
要
だ
と
の
べ

ま
し
た
。
京
都
府
内
の
９
割
が
中
小
企
業

で
あ
り
、
伸
び
る
可
能
性
が
あ
る
企
業
だ

け
で
な
く
す
べ
て
の
中
小
企
業
を
平
等
に

支
援
で
き
る
よ
う
「
中
小
企
業
経
営
改
革

支
援
事
業
費
」
を
再
開
し
、
相
談
体
制
や

受
け
皿
に
つ
い
て
拡
充
す
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。京

都
ア
リ
ー
ナ（
仮
称
）は

一
度
立
ち
止
ま
り

住
民
合
意
の
ま
ち
づ
く
り
を

　
府
は
向
日
市
へ
の
ア
リ
ー
ナ
建
設
発
表

か
ら
２
ヶ
月
足
ら
ず
で
、
ア
リ
ー
ナ
の
建

設
、
維
持
、
管
理
を
担
う
事
業
者
の
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
開
始
し
ま
し
た
。
説

明
会
で
出
さ
れ
た
「
道
路
整
備
・
渋
滞
の

問
題
」「
何
の
前
触
れ
も
な
く
住
宅
街
の

目
前
に
建
設
さ
れ
る
問
題
」「
子
ど
も
た

ち
の
遊
ぶ
場
所
が
な
い
」
な
ど
の
意
見
も

含
め
、
市
民
と
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
こ
と
こ
そ
必
要
だ
と
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
来
急
ぐ
べ
き
府
立
大
学
の
学

生
用
体
育
館
や
老
朽
校
舎
の
建
て
替
え
を

早
急
に
行
う
べ
き
だ
と
述
べ
ま
し
た
。

北
陸
新
幹
線

延
伸
計
画
中
止
を

　
敦
賀
・
新
大
阪
延
伸
計
画
は
、
住
民
の

反
対
に
よ
り
環
境
影
響
調
査
が
で
き
な
い

た
め
着
工
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
石
川
県
小

松
市
で
は
、
昨
年
12
月
議
会
で
「
予
想
も

つ
か
な
い
残
土
処
理
や
大
量
の
わ
き
水
、

地
盤
沈
下
に
誰
が
責
任
を
持
っ
て
保
障
さ

れ
る
の
か
」
と
し
て
、
米
原
ル
ー
ト
へ
再

考
を
求
め
る
決
議
を
上
げ
ま
し
た
。「
工

期
が
延
長
す
れ
ば
４
兆
円
に
も
な
る
工
事

に
、
自
治
体
負
担
は
無
理
で
は
な
い
か
」

等
と
延
伸
計
画
は
行
き
詰
ま
っ
て
い
る
と

の
指
摘
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
き
っ
ぱ
り
と

中
止
す
る
よ
う
に
求
め
ま
し
た
。

大
阪・関
西
万
博
に
、

ど
こ
ま
で
府
の
財
政
を

つ
ぎ
込
む
の
か

　
３
月
28
日
に
会
場
予
定
地
で
建
設
中
の

ト
イ
レ
で
メ
タ
ン
ガ
ス
に
よ
る
爆
発
が
発

　代表質問しました。岸田首相は「安保３文
書」を閣議決定し、アメリカの先制攻撃を辞
さない軍事戦略に組み込み、戦争する国家づ
くりを実践可能な段階へと進めてきていま
す。
　日本は憲法９条で、武力による威嚇又は武
力の行使は、国際紛争を解決する手段として
は、永久に放棄しており、岸田政権の進め方
について、知事の認識を問いました。
　知事は、「防衛は国の専権事項であり、国
において国民に対して丁寧な説明と判断がさ
れる」と官僚の答弁をされたのには、ガック
リしました。
　いま、国会では、自治体を国に従属させる仕
組みづくりが「改正地方自治法」として短期間
で議論が深まらないまま進められました。
　「憲法９条守れ」と行動を広げましょう。

［さこ祐仁］

生
し
、
１
０
０
㎡
に
渡
っ
て
コ
ン
ク
リ
ー

ト
片
が
破
損
し
ま
し
た
が
、
夢
洲
は
こ
れ

ま
で
廃
棄
物
処
分
場
と
し
て
昭
和
60
年
度

か
ら
利
用
さ
れ
、
一
般
廃
棄
物
の
灰
が
埋

設
さ
れ
た
こ
と
が
事
故
に
繋
が
っ
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
京
都
府
は
当
初
予
算
に
、
関
西
パ
ビ
リ

オ
ン
の
建
設
分
担
金
と
京
都
ブ
ー
ス
に
約

４
億
６
０
０
０
万
円
を
負
担
す
る
な
ど
、

万
博
関
連
予
算
は
青
天
井
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
さ
こ
議
員
は
、
１
日
当
た
り
10
万
人
〜

30
万
人
を
集
め
よ
う
と
い
う
計
画
に
も
か

か
わ
ら
ず
「
避
難
計
画
」
が
な
い
こ
と
を

指
摘
。
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
は
10
数

万
人
が
孤
島
と
化
し
た
夢
洲
に
閉
じ
込
め

ら
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
ま

し
た
。

怒りの府民集会＆デモ（6月16日）

向日市アリーナ見直し申し入れ（5月13日）
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　一般質問で、能登半島地震の教訓を生
かした対策、教職員の働き方改革、万博
への子どもの動員問題について質問しま
した。
　知事は、京都府の地域再建被災者住宅
支援事業の拡充については、「スピード
感をもって制度設計できるように、運用
について研究を続ける」と答弁しました。
　教育長は、教職員給与特別措置法の抜
本的改正を求めたのに対して、中教審を
代弁するような答弁を行いましたが、臨
時教員・特別教員については、「乱発す
るつもりはない。教員不足の主な対策に
するつもりはない」と答弁しました。ま
た、万博への子どもの動員については「校
外行事の内容や行先等については各学校
長の主体的な判断により決定されるも
の」と答弁しました。 ［浜田よしゆき］

地
域
再
建
被
災
者
住
宅
支
援

事
業
の
拡
充
を

　
浜
田
議
員
は
、能
登
半
島
地
震
の
復
旧
・

復
興
が
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
や
公
的
支
援
の

不
足
に
よ
り
遅
れ
て
い
る
中
で
、
大
阪
・

関
西
万
博
は
中
止
し
、
お
金
や
人
や
物
を

被
災
地
の
復
興
に
優
先
的
に
回
す
べ
き
だ

と
訴
え
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、
国
に
被
災

者
生
活
再
建
支
援
制
度
の
拡
充
を
求
め
る

事
と
京
都
府
の
地
域
再
建
被
災
者
住
宅
支

援
事
業
の
拡
充
を
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
発
災
後
48
時
間
で
ト
イ
レ
と

キ
ッ
チ
ン
、
ベ
ッ
ド
を
提
供
す
る
い
わ
ゆ

る
「
Ｔ
Ｋ
Ｂ
48
」
を
可
能
に
す
る
避
難
所

運
営
の
抜
本
的
改
善
や
、
市
町
村
の
避
難

所
運
営
の
体
制
強
化
へ
の
支
援
を
求
め
ま

し
た
。

　
さ
ら
に
能
登
地
震
で
は
想
定
を
は
る
か

に
超
え
る
断
層
が
連
動
し
た
事
を
踏
ま

え
、
花
折
断
層
に
加
え
、
府
内
の
他
の
断

層
に
つ
い
て
の
被
害
想
定
見
直
し
を
示
す

よ
う
求
め
ま
し
た
。
危
機
管
理
監
は
花
折

断
層
以
外
の
断
層
に
つ
い
て
も
「
今
年
度

中
に
対
策
指
針
及
び
同
推
進
プ
ラ
ン
を
見

直
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

教
員
の
残
業
代
支
給
し

働
き
方
改
善
を

　
浜
田
議
員
は
、
教
職
員
の
働
き
方
改
革

に
つ
い
て
、
中
教
審
の
特
別
部
会
に
よ
る

「
審
議
ま
と
め
」
は
、「
残
業
代
不
支
給
制

度
」
に
手
を
つ
け
な
い
も
の
と
な
っ
て
い

る
と
指
摘
し
、
時
間
外
勤
務
手
当
が
支
給

で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
る
べ
き
で
は
な
い

か
と
教
育
長
に
認
識
を
問
い
ま
し
た
。
ま

た
教
員
不
足
に
関
連
し
、
府
内
で
臨
時
免

許
状
の
乱
用
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
の
で

な
い
か
と
質
し
、
臨
時
免
許
や
特
別
免
許

の
活
用
を
教
員
不
足
の
主
な
対
策
に
す
べ

き
で
は
な
い
と
指
摘
し
ま
し
た
。

　
教
育
長
は
、
臨
時
免
許
状
や
特
別
免
許

状
に
つ
い
て
乱
発
す
る
つ
も
り
は
な
い
と

し
、「
人
手
不
足
の
解
消
の
切
り
札
と
い

う
ふ
う
に
は
受
け
取
っ
て
お
り
ま
せ
ん
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

万
博
へ
の
子
ど
も
動
員
は

中
止
を

　
大
阪
・
関
西
万
博
へ
子
ど
も
を
動
員
す

る
事
業
に
つ
い
て
、
今
年
３
月
に
会
場
予

定
地
で
メ
タ
ン
ガ
ス
爆
発
が
発
生
し
、
危

険
な
万
博
へ
の
子
ど
も
の
動
員
は
中
止
す

る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
ま
た
子
ど
も
た
ち
の
万
博
参
加
に
つ
い

て
は
、「
各
学
校
長
の
主
体
的
な
判
断
に

よ
り
決
定
さ
れ
る
も
の
」
と
し
つ
つ
、
会

場
の
安
全
性
に
は
触
れ
ず
に
「
絶
好
の
学

び
の
場
と
な
る
よ
う
、
学
校
が
参
加
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
」
て
い
く
と
述

べ
ま
し
た
。

浜田 よしゆき議員
（京都市北区）

一般質問
6月17日

万博への子ども動員中止の申し入れ（5月24日）

能登支援で党石川県委員会訪問（4月23日）
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自衛隊弾薬庫増強・基地強化
国際人道法を遵守し
人が生活する近くを
「軍事目標」にするな！

　戦争の相手国から攻撃を受ける前提での基
地強靭化、舞鶴や祝園分屯地での弾薬庫大増
設が進んでいます。
　国際人道法「ジュネーヴ条約・第１追加議
定書」第48条及び第58条には、文民たる住
民と軍事目標を区別すべきとしています。
　外務省のHPには「赤十字国際委員会の逐
条解釈」を引用し「人口の集中している地域
から離れた場所に設置するよう努力しなけれ
ばならない」「たとえば、兵舎や軍用装備、
弾薬の貯蔵所は町の中心に建てるべきではな
い」と記載しています。 ［水谷修］

命
と
健
康
を
守
る
た
め
に

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
対
策
の
強
化
を

　
米
国
環
境
保
護
局
は
、本
年
４
月
10
日
、

飲
料
水
に
お
け
る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
含
有
基
準
に

つ
い
て
、
規
制
強
化
に
大
き
く
踏
み
出
し

ま
し
た
。
欧
米
な
ど
も
規
制
強
化
す
る
一

方
で
、
日
本
は
極
端
に
遅
れ
て
い
ま
す
。

　
健
康
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の

水谷　修議員
（宇治市及び久御山町）

一般質問
6月20日

予
防
原
則
の
立
場
で
命
と
安
全
を
守
る
安

全
対
策
に
転
換
し
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
規
制
と
対

策
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。

　
水
谷
議
員
は
、
綾
部
市
の
事
業
所
に
立

入
検
査
が
入
っ
た
案
件
に
つ
い
て
、
国
立

環
境
研
究
所
の
判
断
と
指
導
内
容
を
明
ら

か
に
す
る
こ
と
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
含
有
廃
棄
物

の
処
分
量
、
搬
入
元
を
明
ら
か
に
さ
せ
、

完
全
に
漏
出
し
な
い
よ
う
求
め
ま
し
た
。

米
軍
や
自
衛
隊
の
周
辺
で
の

汚
染
が
明
ら
か
に

　
宇
治
駐
屯
地
は
、
泡
消
火
器
水
槽
水
は

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
濃
度
の
み
の
公
表
で
あ
る
た

め
、
過
去
の
使
用
量
、
回
収
量
も
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
祝
園
分
屯
地
等
の
自

衛
隊
が
隣
接
す
る
民
間
井
戸
や
水
道
に
汚

染
を
広
げ
て
い
る
原
因
者
で
あ
る
蓋
然
性

が
高
く
、
自
衛
隊
基
地
の
土
壌
や
基
地
周

囲
の
水
質
調
査
・
公
表
を
求
め
ま
し
た
。

　
舞
鶴
の
海
上
自
衛
隊
の
泡
消
火
器
の
薬

剤
等
は
、
令
和
３
年
実
施
の
調
査
で
公
表

漏
れ
が
あ
り
、
令
和
５
年
の
再
調
査
で

５
０
２
０
リ
ッ
ト
ル
も
見
つ
か
り
ま
し

た
。
自
衛
隊
施
設
に
京
都
府
が
立
ち
入
り

調
査
を
行
う
よ
う
求
め
ま
し
た
。

部
局
横
断
の

対
策
本
部
設
置
し

各
自
治
体
へ
の
支
援
を

　
水
谷
議
員
は
、
京
都
府
に
部
局
横
断
の

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
対
策
本
部
を
設
置
し
、
自
衛
隊

や
廃
棄
物
処
分
場
等
に
立
ち
入
っ
て
原
因

調
査
と
対
策
を
求
め
、
自
治
体
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、
農
業
用
水
や
土
壌
の
調
査

と
公
表
、
農
産
物
調
査
へ
の
支
援
を
行
う

よ
う
求
め
ま
し
た
。

舞
鶴
の
軍
事
拠
点
化
、

祝
園
弾
薬
庫
の
大
増
設
反
対

　
国
が
「
ス
タ
ン
ド
オ
フ
防
衛
能
力
」「
総

合
防
空
ミ
サ
イ
ル
防
衛
能
力
」
を
持
つ
た

め
、
舞
鶴
の
基
地
を
増
強
し
て
い
ま
す
。

本
年
５
月
25
日
最
新
鋭
の
ス
テ
ル
ス
護
衛

艦
「
や
は
ぎ
」
が
配
備
さ
れ
、
さ
ら
に
所

属
す
る
イ
ー
ジ
ス
艦
２
隻
へ
の
「
ト
マ

ホ
ー
ク
」
の
搭
載
、
弾
薬
庫
３
棟
程
度
の

整
備
、
報
復
攻
撃
を
想
定
し
た
舞
鶴
総
監

部
の
地
下
化
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
舞

鶴
を
再
び
軍
事
拠
点
、
戦
場
に
す
る
も
の

で
あ
り
、
反
対
す
る
よ
う
述
べ
ま
し
た
。

自
衛
隊
基
地
強
靭
化
中
止
を

　
国
は
敵
基
地
攻
撃
能
力
や
継
戦
能
力
を

持
つ
た
め
、
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
を
大
量
に

購
入
し
、
そ
の
備
蓄
の
た
め
今
年
度
、
祝

園
分
屯
地
の
弾
薬
庫
に
つ
い
て
大
増
設
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
近
隣
の
府
立
大
学

の
施
設
や
学
生
教
職
員
の
安
全
に
つ
い
て

も
懸
念
が
あ
る
た
め
、
国
に
対
し
住
民
や

府
立
大
学
に
説
明
す
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
宇
治
市
、
京
丹
後
市
、
京
都

市
南
区
、
精
華
町
、
舞
鶴
市
、
福
知
山
市

を
対
象
と
し
た
自
衛
隊
基
地
強
靱
化
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
作
成
と
強
靱
化
を
進
め
て
い

ま
す
が
、
基
地
と
多
く
の
市
街
地
を
含
む

基
地
周
辺
が
戦
場
に
な
る
こ
と
を
前
提
に

し
た
も
の
で
あ
り
、
国
に
中
止
を
求
め
る

よ
う
述
べ
ま
し
た
。

経ヶ岬分屯基地のレーダーを調査
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島
田
け
い
子
議
員
は
議
案
11
件
の
う

ち
、
1
号
議
案
の
一
般
会
計
補
正
予
算
案

な
ど
９
件
に
賛
成
し
、
第
２
号
議
案
「
文

化
が
活
き
る
京
都
の
推
進
に
関
す
る
条
例

制
定
の
件
」、
第
４
号
議
案
「
京
都
府
府

税
条
例
等
一
部
改
正
の
件
」
に
反
対
す
る

討
論
を
行
い
ま
し
た
。

　
第
２
号
議
案
は
、
２
０
１
８
年
に
策
定

し
た
「
京
都
府
文
化
力
に
よ
る
未
来
づ
く

り
条
例
」
を
廃
止
し
て
制
定
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
す
が
、
条
例
の
根
拠
法
と
な
る

「
文
化
芸
術
進
行
基
本
法
」
が
掲
げ
る
「
表

現
の
自
由
」
が
条
例
に
は
明
記
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
、
条
例
前
文
に
お
い
て
文
化
を

経
済
的
利
益
を
追
求
す
る
道
具
に
利
用
し

よ
う
と
す
る
意
図
が
あ
る
こ
と
、
文
化
芸

術
に
関
わ
る
幅
広
い
府
民
の
意
見
が
反
映

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
子
ど
も
文
化
会
館

の
突
然
の
廃
止
な
ど
廃
止
条
例
の
も
と
で

の
基
本
計
画
の
総
括
が
不
十
分
な
こ
と
を

指
摘
し
、
反
対
し
ま
し
た
。

　
第
４
号
議
案
は
、
外
形
標
準
課
税
の
適

用
対
象
を
一
定
の
基
準
を
追
加
し
て
資
本

金
１
億
円
以
下
の
中
小
企
業
に
も
拡
大
す

る
も
の
だ
が
、
そ
も
そ
も
企
業
規
模
か
ら

一
律
に
課
税
対
象
と
す
る
課
税
方
法
は
、

資
本
金
や
従
業
員
給
与
に
ま
で
課
税
す
る

も
の
で
あ
り
、
日
本
商
工
会
議
所
は
赤
字

法
人
へ
の
増
税
な
ど
影
響
は
甚
大
だ
と
反

対
意
見
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
政
府

が
導
入
の
口
実
に
、
資
本
金
の
減
資
に
よ

る
「
税
逃
れ
対
策
」
と
し
て
い
る
こ
と
も
、

京
都
府
で
は
そ
の
実
態
に
つ
い
て
「
把
握

で
き
て
い
な
い
」
と
答
弁
し
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
、
実
態
を
踏
ま
え
な
い
課
税
対

象
の
拡
大
で
あ
る
と
批
判
し
ま
し
た
。
同

時
に
、
外
形
標
準
を
設
け
る
こ
と
は
所
得

へ
の
課
税
を
軽
減
す
る
も
の
で
あ
り
、
大

企
業
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
点
も
批
判

し
ま
し
た
。

　
第
１
号
議
案
の
一
般
会
計
補
正
予
算
案

に
つ
い
て
は
賛
成
す
る
も
の
の
、
一
般
会

計
か
ら
の
支
出
の
多
く
が
大
阪
・
関
西
万

博
関
連
経
費
で
あ
り
、
そ
の
財
源
が
「
府

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
」
と
積
み
立
て

た
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
に
な
っ
て

い
る
点
を
批
判
し
ま
し
た
。
ま
た
、
債
務

負
担
行
為
を
含
め
て
８
千
万
円
も
の
巨
額

の
費
用
を
た
っ
た
２
週
間
の
万
博
イ
ベ
ン

ト
の
た
め
に
支
出
す
る
部
分
に
つ
い
て

は
、
反
対
を
表
明
し
ま
し
た
。

　
向
日
町
競
輪
場
周
辺
地
域
街
づ
く
り
協

働
検
討
費
を
め
ぐ
っ
て
は
、
住
民
説
明
会

で
出
さ
れ
た
「
市
民
の
意
見
が
軽
ん
じ
ら

れ
て
い
る
」
と
の
声
を
紹
介
し
、
市
民
が

自
由
に
参
加
し
丁
寧
な
議
論
が
積
み
重
ね

ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
要
望
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
北
部
医
療
セ
ン
タ
ー
に
小
児
科

医
６
名
を
確
保
す
る
事
業
に
つ
い
て
は
、

来
年
度
以
降
の
継
続
を
求
め
る
と
と
も

に
、
常
勤
医
師
の
確
保
と
地
域
医
療
の
拡

充
へ
府
の
責
務
を
果
た
さ
れ
る
よ
う
強
く

求
め
ま
し
た
。

日
米
両
政
府
の
事
件
隠
蔽
は

許
せ
な
い

　
昨
年
12
月
に
沖
縄
県
内
で
16
歳
未
満
の

少
女
が
米
兵
に
誘
拐
さ
れ
、
同
意
な
く
わ

い
せ
つ
行
為
を
さ
れ
那
覇
地
検
が
沖
縄
米

空
軍
兵
長
を
起
訴
し
て
い
た
こ
と
が
報
道

で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
少
女
の
人
権

と
尊
厳
を
踏
み
に
じ
る
卑
劣
な
蛮
行
に
満

身
の
怒
り
を
込
め
て
抗
議
の
意
を
表
明
し

ま
し
た
。

　
同
時
に
、
外
務
省
が
事
件
発
生
直
後
に

事
件
を
把
握
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
６
か
月
間
も
、
沖
縄
県
に
も
県
民
に

も
隠
蔽
し
た
こ
と
を
告
発
し
、
日
米
両
政

府
が
共
謀
し
た
疑
念
が
ぬ
ぐ
え
な
い
と
し

て
、
国
民
の
命
と
安
全
よ
り
も
日
米
安
保

体
制
の
維
持
を
優
先
す
る
姿
勢
は
容
認
で

き
ず
、
米
軍
基
地
の
縮
小
・
撤
去
、
日
米

地
位
協
定
の
抜
本
改
定
に
正
面
か
ら
取
り

組
む
べ
き
と
主
張
し
ま
し
た
。

島田 けい子議員
（京都市右京区）

　補正予算案の討論に立ち、大半は道
路整備や災害対策などの必要な公共事
業であり賛成しました。問題なのは、
大阪・関西万博開催に向けた取り組み
です。会期全体を通じて京都ブースで
はイベントが行われるのに加えて、関
西パビリオン多目的エリアで府県が持
ち回りでイベントを開催し、京都府が
受け持つ２週間のイベント開催費用が
8000万円と多額の税金を投入する計
画です。毎日の家計のやりくりに汲々
としている府民の生活実感からは到底
認められないと、反対意見を述べまし
た。盛り上がらない万博の機運醸成の
ために、子どもの遠足も動員すること
も含め、野放図な税金投入にはきっぱ
り反対です。
 ［島田けい子］

議案討論
6月28日

大阪・関西万博会場現地調査（5月13日）
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森
議
員
は
、
自
民
・
府
民
・
公
明
提
案

の
「
外
国
法
人
等
に
よ
る
土
地
の
取
得
及

び
利
用
を
制
限
す
る
た
め
の
法
整
備
を
求

め
る
意
見
書
案
」
及
び
「『
こ
ど
も
誰
で

も
通
園
制
度
』
の
本
格
実
施
に
向
け
た
支

援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
案
」
２
件
に

反
対
し
、
他
の
意
見
書
案
10
件
及
び
決
議

案
１
件
に
賛
成
す
る
討
論
を
行
い
ま
し

た
。

　
党
議
員
団
が
提
案
し
た
「
国
の
権
限
を

強
化
し
、
地
方
自
治
を
踏
み
じ
み
る
改
正

地
方
自
治
法
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書

案
」
は
、
各
方
面
か
ら
地
方
自
治
の
本
旨

が
損
な
わ
れ
る
恐
れ
が
表
明
さ
れ
て
お

り
、
短
期
間
に
議
論
が
深
ま
ら
な
い
ま
ま

成
立
し
た
こ
と
を
批
判
し
、
撤
回
を
求
め

ま
し
た
。

　
ま
た
、「
企
業
・
団
体
献
金
の
全
面
禁

止
、
裏
金
事
件
の
全
容
解
明
を
求
め
る
意

見
書
」
案
に
つ
い
て
は
、
世
論
を
無
視
し

て
自
民
党
の
提
案
に
公
明
党
と
維
新
が
助

け
舟
を
出
し
た
結
果
、
政
治
資
金
パ
ー

テ
ィ
ー
の
抜
け
穴
を
温
存
し
、
新
た
に
政

策
活
動
費
を
合
法
化
す
る「
政
治
改
革
法
」

が
可
決
さ
れ
る
も
と
、
裏
金
事
件
の
全
容

解
明
と
企
業
・
団
体
献
金
の
全
面
禁
止
の

法
制
化
に
踏
み
込
む
べ
き
と
主
張
し
ま
し

た
。

　「
ケ
ア
労
働
者
の
処
遇
改
善
と
、
訪
問

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
報
酬
引
下
げ
撤

回
・
介
護
報
酬
引
上
げ
等
を
求
め
る
意
見

書
案
」
で
は
、
政
府
の
処
遇
改
善
案
が
他

産
業
の
賃
上
げ
水
準
に
も
届
い
て
お
ら

ず
、
京
都
で
は
直
近
５
年
間
で
訪
問
介
護

事
業
所
が
１
４
３
か
所
も
倒
産
・
廃
業
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
緊
急
の
報
酬
再

改
定
や
処
遇
改
善
が
急
が
れ
る
と
強
調
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、「
健
康
保
険
証
の
廃
止
の
撤
回

を
求
め
る
意
見
書
案
」
で
は
、
携
帯
電
話

の
契
約
時
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
Ｉ

Ｃ
チ
ッ
プ
情
報
読
み
取
り
の
「
原
則
」
義

務
化
を
打
ち
出
す
な
ど
、
何
が
何
で
も
保

険
証
を
廃
止
し
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
を
国

民
に
押
し
付
け
る
姿
勢
を
批
判
し
、
従
来

ど
お
り
国
民
に
健
康
保
険
証
を
交
付
す
べ

き
と
述
べ
ま
し
た
。

　
大
阪
・
関
西
万
博
を
め
ぐ
っ
て
は
、
物

価
高
騰
で
暮
ら
し
の
悲
鳴
が
上
が
る
中
で

こ
れ
以
上
の
税
金
の
無
駄
遣
い
は
許
さ
れ

ず
、
ま
た
メ
タ
ン
ガ
ス
の
爆
発
事
故
な
ど

安
全
上
き
わ
め
て
問
題
が
あ
る
と
こ
ろ
へ

子
ど
も
を
動
員
し
よ
う
と
す
る
事
業
へ
の

批
判
も
高
ま
っ
て
い
る
中
で
、「
大
阪
・

関
西
万
博
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書
案
」

と
「
大
阪
・
関
西
万
博
へ
の
子
ど
も
の
動

員
の
中
止
を
求
め
る
決
議
案
」を
提
出
し
、

賛
同
を
求
め
ま
し
た
。

　「
北
陸
新
幹
線
延
伸
計
画
の
中
止
を
求

め
る
意
見
書
案
」
で
は
、
事
業
認
可
前
に

脱
法
的
に
行
わ
れ
た
調
査
で
も
地
下
水
の

影
響
が
想
定
以
上
に
大
き
い
こ
と
な
ど
が

明
ら
か
に
な
り
、
事
業
費
の
膨
張
も
避
け

ら
れ
な
い
と
し
て
、
中
止
に
す
べ
き
と
述

べ
ま
し
た
。

　「
消
費
税
減
税
と
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
廃

止
を
求
め
る
意
見
書
案
」
は
、
物
価
高
騰

の
も
と
で
、
世
界
の
１
１
５
か
国
が
消
費

税
等
の
減
税
に
踏
み
切
っ
て
い
る
こ
と
を

示
し
、
過
去
最
高
の
内
部
留
保
を
備
蓄
し

て
い
る
大
企
業
に
こ
そ
応
分
の
負
担
を
求

め
て
、
消
費
税
減
税
と
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

廃
止
へ
賛
同
を
求
め
ま
し
た
。

　
自
民
・
府
民
・
公
明
提
案
の
「
外
国
法

人
等
に
よ
る
土
地
の
取
得
及
び
利
用
を
制

限
す
る
た
め
の
法
整
備
を
求
め
る
意
見
書

案
」
は
、
基
本
権
を
「
安
全
保
障
」
の

名
で
規
制
す
る
こ
と
の
重
大
性
を
指
摘

し
反
対
し
ま
し
た
。
こ
の
意
見
書
案
は
、

２
０
２
２
年
12
月
議
会
に
同
様
の
提
案
が

府
民
ク
ラ
ブ
の
提
案
で
否
決
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
今
回
３
会
派
提
案
と
な
り
、
可

決
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　
同
じ
く
３
会
派
提
案
の
「『
こ
ど
も
誰

で
も
通
園
制
度
』
の
本
格
実
施
に
向
け
た

支
援
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
案
」
は
、

保
育
の
公
的
責
任
を
後
退
さ
せ
、
保
育
現

場
に
過
大
な
負
担
を
か
け
る
も
と
し
て
反

対
し
ま
し
た
。

森 よしはる議員
（京都市南区）

2030年には
ビジネスケアラー318万人に
―医療・介護の基盤強化は待ったなし

　６月府議会では、意見書討論を行いました。その
なかには、ケア労働者の賃上げと人員確保を求める
請願、訪問介護費の引き下げの撤回と報酬引き上げ
を求める請願が出されたことをうけての意見書もあ
りました。
　2025年に800万人を超える団塊の世代が75歳以
上の後期高齢者になり、2030年には働きながら介
護するビジネスケアラーが318万人になる予測を経
済産業省が明らかにしていることを指摘。ケア労働
者の賃上げや訪問介護の報酬引き上げなど医療・介
護の基盤強化を図ることが待ったなしだと強調しま
した。いわばあたりまえのことを国に求めようとい
う提案でしたが、日本共産党以外の会派が反対した
ことは残念で、高齢化社会の厳しい現実をどう見て
いるのかが問われます。 ［森よしはる］

意見書討論
6月28日
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2024年6月議会　意見書　決議
意見書案
番号 件　名 提案会派 議決月日 議決結果

賛否の状況

共産 自民 維国 府民 公明 京好

第１号 外国法人等による土地の取得及び利用を制限するための
法整備を求める意見書

自民、府
民、公明 6月28日 原案可決 × ○ ○ ○ ○ ○

第２号 聴覚補助機器等の積極的な活用への支援を求める意見書 自民、府
民、公明 6月28日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○

第３号 「こども誰でも通園制度」の本格実施に向けた支援の拡充
を求める意見書

自民、府
民、公明 6月28日 原案可決 × ○ ○ ○ ○ ○

第４号 実効性ある抜本的なカスタマーハラスメント対策を求め
る意見書 維国 6月28日 否決 ○ × ○ × × ×

第５号 国の権限を強化し地方自治を踏みにじる改正地方自治法
の撤回を求める意見書 共産党 6月28日 否決 ○ × × × × ×

第６号 企業・団体献金の全面禁止、裏金事件の全容解明を求める
意見書 共産党 6月28日 否決 ○ × × × × ×

第７号 核兵器禁止条約に参加し、「敵基地攻撃能力」保有等を中止
することを求める意見書 共産党 6月28日 否決 ○ × × × × ×

第８号 「健康保険証廃止」の撤回を求める意見書 共産党 6月28日 否決 ○ × × × × ×

第９号 ケア労働者の処遇改善、訪問介護サービスの基本報酬引下
げ撤回、介護報酬引上げ等を求める意見書 共産党 6月28日 否決 ○ × × × × ×

第10号 北陸新幹線敦賀～新大阪間の延伸計画の中止を求める意
見書 共産党 6月28日 否決 ○ × × × × ×

第11号 大阪・関西万博の中止を求める意見書 共産党 6月28日 否決 ○ × × × × ×

第12号 消費税減税とインボイス制度廃止を求める意見書 共産党 6月28日 否決 ○ × × × × ×

詳細は京都府議会HPを御覧下さい。

詳細は京都府議会HPを御覧下さい。2024年6月議会に出された請願
受理番号 受理月日 件　名 審議結果

賛否の状況

共産 自民 維国 府民 公明 京好

第90号 6月10日 ケア労働者の持続的な賃上げと人員確保の保障を国に求める意見
書提出に関する請願 不採択 ○ × × × × ×

第92号 6月13日 訪問介護費の引き下げ撤回と、介護報酬引き上げの再改定を早急に
行うことを求めることに関する請願 不採択 ○ × × × × ×

第91号 6月10日 馬場橋の人道橋設置に関する請願 不採択 ○ × × × × ×

2024年5月臨時議会知事提案議案（党議員団として賛成しなかったもの）

2024年6月議会知事提案議案（党議員団として賛成しなかったもの）

議案番号 件　名 提案日 議決月日 議決結果
賛否の状況

共産 自民 維国 府民 公明 京好

第２号
京都府府税条例及び合衆国軍隊及び合衆国軍隊の構成員
等の所有する自動車に対する自動車税の種別割の賦課徴
収の特例に関する条例の一部改正の専決処分について承
認を求める件

5月21日 5月24日 承認 × ○ ○ ○ ○ ○

議案番号 件　名 提案日 議決月日 議決結果
賛否の状況

共産 自民 維国 府民 公明 京好

第２号 文化が活きる京都の推進に関する条例制定の件 6月10日 6月28日 原案可決 × ○ ○ ○ ○ ○

第４号 京都府府税条例等一部改正の件 6月10日 6月28日 原案可決 × ○ ○ ○ ○ ○

第12号 副知事の選任について同意を求める件 6月28日 6月28日 同意 × ○ ○ ○ ○ ○

詳細は京都府議会HPを御覧下さい。

詳細は京都府議会HPを御覧下さい。
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軍事費ではなく教育予算を増やせ！

田中 ふじこ（京都市中京区）

　議員２年目となり、文化生活・教育常任委員会では、教員不足・
長時間過重労働問題を引き続き取り上げていきます。今年５月１日
時点で、教員未配置が17名あり、未配置の穴を埋めるために今い
る教員の負担が重くなり、さらに過重労働となります。非正規講師
として長年雇用されている教員を正規雇用とすることこそ必要で
す。政府が教育予算の削減や、非正規教員でも可能にしてきた、こ
こに問題点があります。正規教員定数を増やし、教員がゆとりをもっ
て働ける環境をつくるためにがんばります。
　物価高騰、賃上げで、大学・専門学校の学費が値上がりしていま
す。大学・専門学校への予算を増やし、学費を半額にする運動をし
ていきます。さらに子育て環境の充実に関する特別委員会の所属と
なり、子育てしやすい環境をととのえるために、教育予算を増額し、
子育て世帯の経済的負担軽減を求めていきます。

　
成
宮
議
員
は
、
第
２
号
議
案
「
京
都
府

府
税
条
例
及
び
合
衆
国
軍
隊
及
び
合
衆
国

軍
隊
の
構
成
員
等
の
所
有
す
る
自
動
車
に

対
す
る
自
動
車
税
の
種
別
割
の
賦
課
徴
収

の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
の
専

決
処
分
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」
に

つ
い
て
、
反
対
の
立
場
で
討
論
を
行
い
ま

し
た
。

　
府
税
条
例
改
正
で
は
、
不
動
産
取
得
税

の
特
例
に
よ
る
軽
減
措
置
を
延
長
す
る
も

の
で
、
医
療
機
関
の
再
編
事
業
の
た
め
の

不
動
産
取
得
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
政
府

が
進
め
る
地
域
医
療
機
関
の
再
編
・
統
合

は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
浮
き
彫
り
に
し
た
医
療

提
供
体
制
の
脆
弱
さ
を
省
み
る
こ
と
な

く
、
緊
急
時
な
ど
現
場
対
応
を
一
層
困
難

に
し
、
府
民
の
い
の
ち
を
守
る
体
制
を
掘

り
崩
す
も
の
で
あ
る
と
し
、
反
対
し
ま
し

た
。

　
ま
た
自
動
車
税
に
関
す
る
条
例
改
正
に

つ
い
て
は
、
軽
油
引
取
税
の
課
税
免
除
の

特
例
措
置
に
は
、
今
回
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

軍
か
ら
自
衛
隊
へ
の
譲
渡
が
加
え
ら
れ
て

お
り
、
自
衛
隊
か
ら
米
軍
へ
の
軽
油
の
譲

渡
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
に
よ
る
軽
油
の

輸
入
な
ど
へ
の
免
除
に
加
え
て
の
拡
大

は
、
日
・
米
に
加
え
、
日
・
豪
の
共
同
訓

練
も
行
わ
れ
る
な
か
、「
戦
争
国
家
づ
く

り
」
へ
の
危
険
な
方
向
を
推
進
す
る
も
の

と
指
摘
。
米
軍
構
成
員
等
の
保
有
車
へ
の

自
動
車
税
減
免
は
、
日
米
地
位
協
定
に
も

と
づ
き
米
軍
を
特
権
的
に
扱
い
、
自
治
体

の
貴
重
な
税
財
源
と
税
率
決
定
権
ま
で
侵

害
す
る
し
く
み
で
あ
り
、
容
認
す
べ
き
で

は
な
い
と
し
ま
し
た
。

成宮 まり子議員
（京都市西京区）

基地強化「戦争国家」づくりを許さない

　政府による自衛隊強靭化。舞鶴ではトマホークミサイルを配備、
そのための火薬庫を舞鶴と祝園につくるなどの計画について、「防
衛省から説明を受けている」との本会議答弁をうけ、府民に情報公
開すべき、と求めました。
　府は、昨年12月と今年５月に概要説明を受けた、府民への説明
を防衛相に求めている、とするだけ。資料も舞鶴と祝園のみで、桂
自衛隊など含め、詳細は全く不明。…基地周辺を戦闘に巻き込む前
提の基地強靭化計画は許されません。
　４月には、土地利用規制法の区域指定により、府域の主な自衛隊
基地で周囲１キロの土地建物の所有者・利用者などの個人情報を収
集し、「基地のジャマをする行為や、その恐れはないか」と常時、
監視しようというもの。住民からは「知らなかった。監視されるな
んて怖い」「戦争準備なんてやめて」との声があがっています。
　憲法に保障された基本的人権を踏みにじり、「戦争国家」づくり
は許されません。…国とともに知事の姿勢も問われます。
 ［成宮まり子］

5月臨時会
議案討論
5月24日
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２
０
２
４
年

6
月
定
例
会
を
終
え
て

２
０
２
４
年
７
月
5
日
　
日
本
共
産
党
京
都
府
会
議
員
団
　
団
長
　
島
田
け
い
子

　
６
月
10
日
に
開
会
し
た
定
例
府
議
会
が
６

月
28
日
に
閉
会
し
た
。

　
今
議
会
は
、
日
本
共
産
党
の
し
ん
ぶ
ん
赤

旗
日
曜
版
の
ス
ク
ー
プ
に
端
を
発
し
た
、
自

民
党
の
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
に
よ
る
組
織
的

裏
金
づ
く
り
が
大
問
題
と
な
り
、
物
価
高
、

資
材
高
騰
、
実
質
賃
金
引
下
げ
な
ど
、
30
年

に
わ
た
る
自
民
党
政
治
の
行
き
詰
ま
り
と
、

転
換
の
必
要
性
が
国
民
の
共
通
認
識
と
な
る

中
開
か
れ
た
。

　
わ
が
党
議
員
団
は
、
５
月
27
日
に
発
表
し

た
「
西
脇
府
政
２
期
目
の
折
り
返
し
点
に
あ

た
っ
て
」
を
踏
ま
え
、「
国
の
実
施
機
関
」
と

な
っ
て
し
ま
っ
た
西
脇
府
政
の
実
態
を
告
発

し
、
転
換
の
必
要
性
を
国
の
政
治
と
結
ん
で

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
切
実
な
暮
ら
し

の
願
い
を
か
か
げ
、
府
民
の
皆
さ
ん
の
運
動

と
連
帯
し
、
攻
勢
的
に
論
戦
し
た
。

１
、
昨
年
12
月
に
沖
縄
県
内
で
16
歳
未
満
の

少
女
を
誘
拐
し
、
自
宅
に
連
れ
込
み
、
同

意
な
く
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
と
し
て
、

那
覇
地
検
が
わ
い
せ
つ
目
的
誘
拐
と
不
同

意
性
交
の
罪
で
在
沖
縄
米
空
軍
兵
長
を
起

訴
し
て
い
た
こ
と
が
、
６
月
25
日
に
報
道

に
よ
り
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　
わ
が
党
議
員
団
は
、
閉
会
本
会
議
討
論

で
「
事
件
発
生
か
ら
６
カ
月
も
の
間
、
日

米
両
政
府
が
共
謀
し
て
事
件
の
隠
蔽
を

図
っ
た
疑
念
は
拭
え
な
い
」
と
し
、「
少
女

の
人
権
と
尊
厳
を
ふ
み
に
じ
る
卑
劣
な
蛮

行
に
満
身
の
怒
り
を
込
め
て
抗
議
」
し
た
。

　
そ
の
後
、
沖
縄
米
兵
ら
に
よ
る
性
犯
罪

が
23
年
以
降
未
発
表
が
５
件
と
な
る
こ
と

が
明
ら
か
と
な
り
、
日
本
政
府
の
姿
勢
が

厳
し
く
問
わ
れ
て
い
る
。

２
、
本
議
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
11
件
の
う

ち
、
第
２
号
議
案
「
文
化
が
活
き
る
京
都

の
推
進
に
関
す
る
条
例
制
定
の
件
」、
第
４

号
議
案
「
京
都
府
府
税
条
例
等
一
部
改
正

の
件
」
に
反
対
し
た
。

　
第
２
号
議
案
「
文
化
が
活
き
る
京
都

の
推
進
に
関
す
る
条
例
制
定
の
件
」
は
、

２
０
１
８
年
策
定
の
「
京
都
府
文
化
力
に

よ
る
未
来
づ
く
り
条
例
」
を
廃
止
し
、
新

た
に
制
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
内
容
に
は
大
き
な
問
題
を
は
ら
ん
で

い
る
。
反
対
の
理
由
の
第
一
は
、
国
会
に

お
い
て
全
会
一
致
で
「
表
現
の
自
由
」
が

盛
り
込
ま
れ
た
「
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
」

を
踏
ま
え
、
制
定
す
る
も
の
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
重
要
な
理
念
が
明
記

さ
れ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。

　
第
二
は
、
条
例
前
文
に
「
企
業
活
動
を

含
め
て
、
府
民
の
多
様
な
文
化
的
経
済

的
諸
活
動
に
京
都
の
文
化
を
生
か
し
て
い

く
」
と
さ
れ
、
審
議
会
で
委
員
か
ら
「
儲

か
る
分
野
の
芸
術
の
み
が
『
推
し
』
と
さ

れ
た
30
年
間
の
日
本
の
文
化
政
策
は
失
敗

で
あ
り
、
文
化
政
策
の
根
本
的
転
換
が
必

要
」
と
指
摘
さ
れ
た
と
お
り
、
文
化
を
経

済
的
利
益
追
求
の
道
具
と
し
て
利
用
し
よ

う
と
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
そ
の
う
え
、

今
回
廃
止
す
る
「
京
都
府
文
化
力
に
よ
る

未
来
づ
く
り
条
例
」
に
は
盛
り
込
ま
れ
て

い
た
、
施
策
体
系
を
入
れ
ず
、
理
念
条
例

と
し
た
こ
と
で
、
今
後
の
基
本
方
針
や
計

画
、
施
策
に
つ
い
て
白
紙
委
任
を
す
る
こ

と
に
な
る
た
め
で
あ
る
。

　
第
三
に
、
基
本
的
施
策
や
条
例
に
は
対

象
と
す
る
も
の
や
、
審
議
会
概
要
に
会
議

資
料
も
示
さ
れ
て
い
な
い
等
、
文
化
芸
術

を
創
造
し
、
享
受
す
る
立
場
の
幅
広
い
府

民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
た
め
で

あ
る
。

　
第
四
に
、
芸
術
家
団
体
へ
の
補
助
の
縮

小
や
廃
止
、
子
ど
も
文
化
会
館
の
突
然
の

廃
止
、
府
立
文
化
芸
術
施
設
し
整
備
事
業

費
の
削
減
な
ど
、
廃
止
さ
れ
る
「
京
都
府

文
化
力
に
よ
る
未
来
づ
く
り
条
例
」
及
び
、

「
基
本
計
画
」
の
総
括
が
十
分
さ
れ
て
い
な

い
た
め
で
あ
る
。

　
第
４
号
議
案
、「
京
都
府
府
税
条
例
等

一
部
改
正
の
件
」
は
、
地
方
税
法
等
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
外
形
標
準
課
税
の
適
用

対
象
に
つ
い
て
、
一
定
の
基
準
を
追
加
し
、

資
本
金
１
億
円
以
下
の
中
小
企
業
の
「
資

本
金
の
減
資
」
を
「
税
逃
れ
対
策
」
と
レ
ッ

テ
ル
を
張
り
、
対
象
に
含
め
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
外
形
標
準
課
税

は
、
資
本
金
や
従
業
員
給
与
な
ど
に
ま
で

課
税
す
る
も
の
で
税
の
応
能
負
担
原
則
と

は
相
い
れ
ず
、
し
か
も
京
都
の
実
態
に
つ

い
て
「
把
握
で
き
て
い
な
い
」
と
答
弁
し
、

実
態
も
踏
ま
え
な
い
ま
ま
課
税
対
象
の
拡

大
を
進
め
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
。

　
な
お
、
賛
成
し
た
１
号
議
案
「
令
和
６

年
度
京
都
府
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
財
政
調
整
基
金

を
取
り
崩
し
財
源
と
し
た
が
、
今
回
、
充

当
す
る
一
般
財
源
部
分
の
ほ
と
ん
ど
が
、

大
阪
・
関
西
万
博
関
連
経
費
と
な
っ
て
お

り
、「
府
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
と
は
か

け
離
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま

た
、「
大
阪
・
関
西
万
博
き
ょ
う
と
の
魅
力

発
信
事
業
費
」
と
し
て
２
，
０
０
０
万
円

と
債
務
負
担
行
為
６
，
０
０
０
万
円
の
計
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またもや維新議員が

みつなが 敦彦（京都市左京区）

　議会閉会日の前日、新聞に維新の会府連幹事長の
上倉府議が、政務活動費の修正申告を４年間分行っ
たことが載りました。
　これは政務活動費100％充当していた自身の事務
所で、選挙活動や政党活動をしていたことが２月議
会で問題となり謝罪し修正・返還するとしていた問
題です。
　しかし、府民にも議会にも説明せず、さらに案分
を90％にした根拠も、４年間分としたことや、新
たに駐車場や水光熱費も返還するなど、何一つ説明
ないままのため、理事会で私から説明を求めたとこ
ろ、維新・国民議員団の酒井理事は「全体が明らか
になってから説明したい」と。報道されて初めて説
明しようとするとは。自分たちに都合悪いことは府
民の税金である政務活動費でさえも言わない。これ
が維新の実態ですね。

今こそ金権腐敗政治の
根絶を
ばば こうへい（京都市伏見区）

６月16日に円山公園で行われた「終わらせよう！
ウラ金・自民党政治　怒りの府民集会」に参加しま
した。集会後のデモ行進では、沿道からもシュプレ
ヒコールに応える声が聞こえ、飛び込み参加される
方も見られるなど、改めて国民の怒りを感じさせら
れました。地域を回っていても、物価高騰でランチ
メニューを取りやめる飲食店のお話など、暮らし
も地域経済も深刻な状況で、「金権腐敗政治の根絶
を！」という声は、立場の違いを超えて共通してい
ます。
　議員団で取り組んだ賃金・暮らしの実態アンケー
トの結果からも、時給1500円の実現は待ったなし
です。金権腐敗政治を根絶し、中小企業支援と一
体の最低賃金1500円の実現にご一緒に力尽くしま
す。

８
，
０
０
０
万
円
に
つ
い
て
、
関
西
パ
ビ

リ
オ
ン
多
目
的
エ
リ
ア
で
わ
ず
か
２
週
間

の
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
の
も
の
で
、
野
放
図

に
税
金
投
入
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い

こ
と
、
さ
ら
に
「
け
い
は
ん
な
次
世
代
技

術
基
盤
整
備
事
業
費
」
は
、「
け
い
は
ん
な

万
博
」
や
万
博
終
了
後
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ

ト
の
遠
隔
操
作
・
自
動
運
転
等
の
持
続
可

能
な
環
境
整
備
の
構
築
に
向
け
て
、
精
華

大
通
り
で
通
信
環
境
や
安
全
性
を
向
上
さ

せ
る
設
備
を
整
備
す
る
も
の
で
、
万
博
の

機
運
醸
成
の
た
め
の
事
業
で
あ
り
、
今
必

要
な
事
業
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
代

表
質
問
、
一
般
質
問
、
常
任
委
員
会
で
も
、

「
大
阪
・
関
西
万
博
」
は
中
止
し
か
な
い
こ

と
を
厳
し
く
求
め
た
。

３
、本
議
会
に
は
、人
事
に
関
す
る
６
議
案
が

追
加
提
案
さ
れ
た
。

　
古
川
副
知
事
の
再
任
に
は
保
留
し
、
鈴

木
副
知
事
の
退
任
に
伴
う
武
田
副
知
事
の

任
命
同
意
に
は
反
対
し
た
。
副
知
事
の
人

事
に
あ
た
っ
て
わ
が
党
議
員
団
は
、
西
脇

府
政
の
も
と
で
任
命
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
政
治
的
立
場
に
は
賛
成
で
き
な
い

が
、
内
部
登
用
で
あ
る
た
め
、
よ
ほ
ど
人

物
的
に
問
題
が
な
い
以
上
反
対
せ
ず
保
留

と
し
て
き
た
。
一
方
、
こ
の
間
京
都
府
は

「
特
定
課
題
担
当
副
知
事
」
と
し
て
三
人

目
を
中
央
省
庁
か
ら
招
へ
い
し
て
き
た
が
、

三
人
も
副
知
事
は
必
要
な
く
、
し
か
も
特

定
課
題
を
推
進
す
る
た
め
の
天
下
り
人
事

に
は
反
対
で
あ
る
。

４
、
党
議
員
団
は
、
裏
金
問
題
や
戦
争
す
る

国
づ
く
り
な
ど
国
政
の
重
要
な
問
題
に
つ

い
て
、
祝
園
弾
薬
庫
の
増
強
の
動
き
と
反

対
運
動
の
広
が
り
を
紹
介
し
つ
つ
論
戦
す

る
と
と
も
に
、
府
民
の
暮
ら
し
の
実
態
等

を
取
り
上
げ
、
中
小
企
業
支
援
と
賃
上
げ
、

中
学
校
給
食
の
無
償
化
や
大
学
学
費
負
担

の
軽
減
策
な
ど
追
及
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
代
表
質
問
で
「
子
育
て

環
境
日
本
一
推
進
戦
略
」
の
重
点
戦
略
に

子
育
て
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
が
示
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
を
告
発
し
、
京
都
で
取
り

組
ま
れ
て
い
る
「
学
費
ゼ
ロ
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
で
つ
か
ん
だ
学
生
の
実
態
と
要
求
を

示
し
、
府
立
大
学
や
府
立
医
大
の
学
費
軽

減
や
、
府
独
自
の
給
付
制
奨
学
金
の
創
設

を
、
京
都
で
こ
そ
実
現
す
べ
き
等
と
求
め

た
。
知
事
は
「
大
学
生
が
経
済
的
理
由
で

進
級
を
あ
き
ら
め
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

先
日
の
国
へ
の
政
策
提
案
に
お
い
て
も
、

改
め
て
所
得
制
限
の
緩
和
な
ど
支
援
制
度

の
拡
充
を
盛
り
込
ん
だ
」
と
述
べ
た
が
、

京
都
府
と
し
て
実
施
す
る
姿
勢
は
示
さ
な

か
っ
た
。

　
ま
た
、
全
国
的
に
重
大
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
「
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
」
に
つ
い
て
、
京
都

府
に
お
け
る
立
ち
入
り
調
査
を
自
衛
隊
基

地
も
含
め
行
う
よ
う
厳
し
く
求
め
た
が
、

理
事
者
は
「
現
在
の
と
こ
ろ
、
立
ち
入
り

調
査
を
行
う
予
定
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
と

背
を
向
け
た
。

（
以
下
略
）

※
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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日本共産党
京都府会
議員団

新たな所属が
決まりました

みつなが 敦彦（左京区）
危機管理・健康福祉常任委員会
魅力ある地域づくりに関する

特別委員会

島田 けい子（右京区）
文化生活・教育常任委員会
安心・安全な暮らしに関する

特別委員会

さこ 祐仁（上京区）
政策環境建設常任委員会
魅力ある地域づくりに関する

特別委員会

浜田 よしゆき（北区）
農商工労働常任委員会
子育て環境の充実に関する

特別委員会

ばば こうへい（伏見区）
総務・警察常任委員会

新技術と社会づくりに関する
特別委員会

森 よしはる（南区）
農商工労働常任委員会
安心・安全な暮らしに関する

特別委員会

田中 ふじこ（中京区）
文化生活・教育常任委員会
子育て環境の充実に関する

特別委員会

成宮 まり子（西京区）
総務・警察常任委員会
文化力と価値創造に関する

特別委員会

水谷 修（宇治市・久御山町）
政策環境建設常任委員会
文化力と価値創造に関する

特別委員会

議員団体制
団　　長　島田敬子　　副団長　浜田良之　　幹事長　光永敦彦
事務局長　皆川崇志

２
０
２
４
年

５
月
臨
時
議
会
を
終
え
て

２
０
２
４
年
６
月
７
日
　
日
本
共
産
党
京
都
府
会
議
員
団
　
団
長
　
島
田
け
い
子

１
、５
月
21
日
か
ら
開
会
し
た
臨
時
議
会
が
24
日
に
閉
会
し
た
。

　
本
臨
時
議
会
は
、
申
し
合
わ
せ
に
も
と
づ
く
２
年
交
代
を
基

本
と
す
る
議
長
・
副
議
長
選
出
以
外
の
、
各
常
任
委
員
会
・
特

別
委
員
会
の
正
副
委
員
長
を
は
じ
め
、
各
役
職
を
選
出
す
る
重

要
な
議
会
で
あ
っ
た
。

　
わ
が
党
議
員
団
は
、
開
会
日
に
「
京
都
府
議
会
の
民
主
的
構

成
に
つ
い
て
の
申
し
入
れ
」
を
議
長
及
び
各
会
派
団
長
に
申
し

入
れ
た
。
こ
れ
は
長
年
に
わ
た
り
、
わ
が
党
議
員
団
を
各
役
職

か
ら
排
除
し
て
き
た
こ
と
を
是
正
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
が
、

今
回
も
第
３
会
派
の
わ
が
党
議
員
を
、
各
常
任
委
員
会
・
特
別

委
員
会
の
正
副
委
員
長
、
関
西
広
域
連
合
議
会
議
員
か
ら
引
き

続
き
排
除
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
維
新
・
国
民
議
員

団
も
含
め
、
い
ま
だ
反
共
で
は
一
致
し
た
行
動
を
と
る
と
い
う

議
会
制
民
主
主
義
を
ゆ
が
め
る
も
の
で
、
厳
し
く
抗
議
す
る
と

と
も
に
、
府
民
の
信
託
に
応
え
た
議
会
構
成
と
議
会
運
営
と
な

る
よ
う
、
引
き
続
き
力
を
尽
く
す
。

２
、本
議
会
に
は
第
１
号
議
案
と
し
て
最
終
清
算
補
正
予
算
議
案
と

第
２
号
議
案
「
京
都
府
府
税
条
例
及
び
合
衆
国
軍
隊
及
び
合
衆

国
軍
隊
の
構
成
員
等
の
所
有
す
る
自
動
車
に
対
す
る
自
動
車
税

の
種
別
割
の
賦
課
徴
収
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
の

専
決
処
分
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」
の
２
議
案
が
提
案
さ

れ
、
第
２
号
議
案
に
反
対
し
た
。

　
そ
の
理
由
は
第
一
に
、
不
動
産
取
得
税
の
特
例
に
よ
る
軽
減

措
置
の
延
長
の
う
ち
、
そ
の
対
象
に
医
療
介
護
総
合
確
保
法
に

も
と
づ
く
認
定
再
編
計
画
に
よ
る
、
医
療
機
関
の
再
編
事
業
の

た
め
の
不
動
産
取
得
が
含
ま
れ
て
お
り
、
医
療
機
関
の
再
編
・

統
合
を
税
制
面
か
ら
後
押
し
す
る
た
め
で
あ
る
。
第
二
に
、
軽

油
引
取
税
の
課
税
免
除
の
特
例
措
置
は
、
今
回
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
軍
か
ら
自
衛
隊
へ
の
譲
渡
に
つ
い
て
も
加
え
ら
れ
、
日
米

豪
の
軍
事
一
体
化
と
そ
の
た
め
の
軍
事
行
動
が
狙
わ
れ
て
い
る

た
め
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
、
米
軍
構
成
員
等
の
保
有
車
へ
の
自
動
車
税
減
免

は
、
本
府
に
お
い
て
は
京
丹
後
米
軍
レ
ー
ダ
ー
基
地
の
開
設
以

降
、
約
60
台
か
ら
70
台
に
対
し
て
約
１
８
０
万
〜
１
９
０
万
円
、

全
国
で
は
約
14
億
円
に
も
の
ぼ
り
、
日
米
地
位
協
定
に
も
と
づ

き
米
軍
を
特
権
的
に
扱
い
、
自
治
体
の
貴
重
な
税
財
源
と
税
率

決
定
権
ま
で
侵
害
す
る
し
く
み
で
あ
る
。
こ
の
た
め
在
日
米
軍

基
地
の
あ
る
渉
外
知
事
会
が
、
毎
年
、
是
正
を
求
め
て
い
る
も

の
で
、
専
決
処
分
の
承
認
に
反
対
し
た
。

３
、
今
議
会
で
、
畑
本
久
仁
枝
府
議
（
維
新
／
京
都
市
・
西
京
区
）

が
２
月
定
例
議
会
に
つ
づ
き
、
再
び
謝
罪
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

も
と
も
と
２
月
定
例
議
会
予
算
特
別
委
員
会
質
疑
で
、
私
立
高

校
に
通
う
生
徒
の
授
業
料
実
質
無
償
化
の
た
め
の
「
京
都
府
あ

ん
し
ん
修
学
支
援
制
度
」
に
つ
い
て
、「
生
活
保
護
世
帯
は
優
遇

さ
れ
す
ぎ
て
い
る
」
等
の
質
疑
を
繰
り
返
し
た
た
め
、
予
算
特

別
委
員
会
全
体
会
で
謝
罪
し
、
発
言
を
部
分
的
に
取
り
消
す
と

と
も
に
、
予
算
特
別
委
員
会
幹
事
を
辞
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
同
府
議
が
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
自
ら
謝
罪
し
た
発

言
は
本
意
で
な
い
と
配
信
し
た
た
め
、
議
会
で
の
謝
罪
等
の
態

度
と
違
う
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　
議
会
で
の
発
言
に
責
任
を
も
た
な
い
維
新
の
酷
さ
が
改
め
て

浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

（
以
下
略
）

※
全
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。


